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Communications in Analysis and Geometry　に掲載されていることも、この評価を支持するものである。横田
氏が定めた漸近簡約体積なる概念は古代流の重要な不変量であることが、本博士論文の結果により実証され
たと云えよう。
　今後、古代解の漸近簡約体積に関するより多くの結果の導出が期待される。
　よって、著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
